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ひ ま わ り だ よ り ９ 月 号 を お 届 け し ま す

〜　共に生き　共に育ち　活気あふれ心ふれあう町　こたけ　〜

人
権
の
花“
ひ
ま
わ
り
”が
咲
き
ま
し
た

〜
南
小
２
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
児

童
が
活
動
し
て
い
る
人
権
の
花
運
動
。

種
を
植
え
、
大
切
に
育
て
て
き
た
“
ひ
ま

わ
り
”
は
、
児
童
の
身
長
の
２
倍
以
上
に

成
長
し
、
大
き
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
〜
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〜
創
立
の
経
緯
に
つ
い
て
〜

　

昭
和
22
年
３
月
31
日
に
教
育
基
本

法
、
同
年
４
月
１
日
に
学
校
教
育
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、学
校
教
育

の
根
本
方
針
と
基
本
体
制
が
決
ま
り
、

義
務
教
育
６
・
３
制（
９
年
間
）が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。本
町
で
は
、中
学
校
教
育

を
ど
こ
で
行
う
の
か
、
中
学
校
を
建
設

す
る
と
す
れ
ば
そ
の
敷
地
を
ど
こ
に
す

る
の
か
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
面
、
南
小
学
校
の
旧
実
業
青
年
学

校
の
空
き
教
室
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

昭
和
22
年
４
月
に
小
竹
中
学
校
は
開
校

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、中
学
校
の
建
設
敷
地
問
題
。御

徳
忠
霊
塔
付
近（
ま
た
は
吉
野
ヶ
丘
）・

七
福
・
沓
抜
の
３
候
補
地
が
選
考
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。町
議
会
で
は
、こ
の

敷
地
選
考
に
あ
た
っ
て
、
①
通
学
距
離

②
校
区
ご
と
の
生
徒
数
③
敷
地
造
成
の

技
術
的
問
題
な
ど
の
審
議
を
行
い
ま
し

た
。
敷
地
決
定
に
あ
た
り
、“
忠
霊
塔
付

近
は
用
地
が
狭
小
で
あ
り
拡
張
な
ど
を

予
想
し
た
と
き
に
不
適
当
だ
”な
ど
の

討
論
の
結
果
、吉
野
ヶ
丘
・
御
徳
一
区
字

三
六
の
三
六
番
地
か
ら
六
六
五
番
地

に
落
ち
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和

24
年
に
中
学
校
校
舎
管
理
棟
お
よ
び
15

教
室
が
完
成
し
、
新
学
期
に
は
生
徒
数

八
百
九
十
二
人
、
教
職
員
数
三
十
一
人

で
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆ 

昭
和
54
年（
１
９
７
９
年
）

　
・
柔
剣
道
場
完
成

　
・
校
舎
管
理
棟
・
特
別
教
室
棟

　

 

完
成〈
写
真
①
）

◆ 

昭
和
63
年（
１
９
８
８
年
）

　
・
校
舎
増
築（
３
教
室
）完
成

◆ 

昭
和
22
年（
１
９
４
７
年
）

　

・
南
小
学
校
旧
実
業
青
年
学
校
の   

　

 

空
き
教
室
で
小
竹
中
学
校
開
校

　
・
新
制
中
学
校
が
発
足

◆ 

昭
和
23
年（
１
９
４
８
年
）

　

・
新
制
中
学
校
舎
建
築
第
一
期
工

　

 

事
着
工

◆ 

昭
和
24
年（
１
９
４
９
年
）

　

・
新
制
中
学
校
舎
建
築
第
二
期
工

　

 

事
着
工

◆ 

昭
和
25
年（
１
９
５
０
年
）

　

・
新
制
中
学
校
舎
建
築
第
三
期
工

　

 

事
着
工

◆ 

昭
和
27
年（
１
９
５
２
年
）

　
・
講
堂
建
築

◆ 

昭
和
37
年（
１
９
６
２
年
）

　
・
本
館
改
装

◆ 

昭
和
40
年（
１
９
６
５
年
）

　
・
プ
ー
ル
完
成

◆ 
昭
和
47
年（
１
９
７
２
年
）

　
・
体
育
館
完
成

◆ 

昭
和
48
年（
１
９
７
３
年
）

　
・
給
湯
設
備
設
置

◆ 

昭
和
53
年（
１
９
７
８
年
）

　
・
校
舎
改
築
第
一
期
工
事
完
成

①

＊ 中 学 校 木 造 校 舎

＊ 鉄 筋 ４ 階 建 に 改 築 さ れ た 校 舎

小 竹 中 学 校 　 創 立 ７ ０ 周 年
“ 自 主・勤 勉・礼 儀 ”

　１２，８００人以上の卒業生を送りだしている小竹中学校は、創立から７０年を迎えます。これを記念して、年表と
ともに歴史を振り返り、中学生時代を思い返してみませんか？

＊学校の正面玄関から眺めた町の風景
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◆ 

平
成
５
年（
１
９
９
３
年
）

   

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
完
成

◆ 

平
成
７
年（
１
９
９
５
年
）

 　
・
体
育
館
大
規
模
改
造
工
事
完
成

◆ 

平
成
８
年（
１
９
９
６
年
）

 　
・
空
調
設
備
設
置

◆ 

平
成
11
年（
１
９
９
９
年
）

　

 

・
プ
ー
ル
改
築

 　
・
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
置

◆ 

平
成
14
年（
２
０
０
２
年
）

 　
・
学
校
週
５
日
制
開
始

◆ 

平
成
20
年（
２
０
０
８
年
）

 　
・
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
入
れ
替
え

 　
・
耐
震
診
断
実
施（
体
育
館
・
技
術
教
室
等
）

◆ 

平
成
21
年（
２
０
０
９
年
）

　

 

・
普
通
教
室
等
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ 

    

を
設
置（
写
真
②
）

　

 

・
福
岡
教
育
大
学
と
の
連
携
授
業
を
開
始

　

 

・
屋
内
運
動
場
お
よ
び
技
術
棟
耐
震
補
強

　
　

工
事
着
工（
写
真
③
）

◆ 
平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）

　

 
・
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
教
室
棟
校
舎
屋
上

　
　

に
設
置

　

 

・
校
舎
耐
震
診
断
実
施

　

 

・
校
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
置

◆ 

平
成
26
年（
２
０
１
４
年
）

　

 

・
大
規
模
改
造
お
よ
び
耐
震
補
強
工
事

　

   

第
一
期
工
事（
教
室
棟
）着
工

　

 

・
普
通
教
室
等
に
空
調
設
備
を
設
置（
写
真
④
）

　

 

・
給
食
配
膳
室
お
よ
び
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

　

 

の
整
備

　
・
ト
イ
レ
洋
式
化（
写
真
⑤
）

◆ 

平
成
27
年（
２
０
１
５
年
）

　
・
完
全
給
食
の
開
始（
写
真
⑥
）

　
・
大
規
模
改
造
工
事
お
よ
び
耐
震
補
強

    

工
事
第
二
期
工
事（
管
理
棟
）着
工

◆ 

平
成
28
年（
２
０
１
６
年
）

　
・
柔
剣
道
場
吊
り
天
井
改
修
工
事
着
工

　創部当時の吹奏楽部生でした。総部員数は、なんと

１桁！！先輩もいない、何も分からない中、手探りで

活動をしていました。みんなと力を合わせて１つの音

楽をつくりあげ、初めて音楽大会に出場したときは、

とてもうれしかったことを思い出します。

　　　　　　　　　　　　　　　第３６回卒業生

　チャイムが鳴ると、ダッシュ！！昼食に大好きな

キャラメルパンを買うために、販売場所の渡り廊下ま

で走っていました。でも、高学年が優先的に・・・。とて

も良い思い出です。　

　　　　　　　　　　　　　　　第５０回卒業生

　成績を１位から順番に貼り出されたり、朝に小テス

トがあったりと、たくさん勉強をした覚えがありま

す。この時、勉強をする態勢が身についたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　第２３回卒業生

めあて：あの頃の懐かしき思い出を語ろう！

　本が大好きだったので、図書室の本を借りて読ん

でいました。３年間の借りた本は、約 500 冊で、学年

ランキング 3 位でした。いつもだったら、１位の数字

だったのに・・・。

　　　　　　　　　　　　　　　第５５回卒業生

　中学校の思い出で一番印象に残っていることは、体

育祭での「エッサッサ」です。当時の恩師山近先生が、

日体大出身で、日体大伝統のエッサッサを体育祭です

ることになり、とても厳しくご指導いただいたことを

覚えています。とてもきつかったのですが、今ではい

い思い出です。

　　　　　　　　　　　　　　　第４０回卒業生

＊
写
真
⑦
は
、
平
成
26
年
2
月
の
も
の
。
福
岡
教

育
大
学
と
連
携
し
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
た
理
科
実
験
講
座
の
様
子
で
す
。

③

②

⑦

④

⑤

⑥
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こ
の
学
校
は
先
生
と
生
徒
の
絆
も
強

く
、
生
徒
が
本
当
に
素
直
で
す
。
前
向

に
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
も

う
と
す
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
町
教
育
委
員
会
が
校
舎
の
改
修

や
整
備
、
そ
し
て
、
空
調
設
置
な
ど
、
設

備
面
で
も
非
常
に
良
く
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。そ
の
環
境
の
中
で
、生
徒
た

ち
が
十
分
に
力
を
発
揮
し
、
生
き
生
き

と
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。そ
し
て
、多
く
の
保
護
者
が
小
竹

中
の
卒
業
生
で
、
と
て
も
協
力
的
で
す
。

地
域
の
方
々
も
教
育
に
関
心
が
高
く
、

温
か
く
見
守
っ
て
協
力
し
て
い
た
だ

き
、非
常
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

■ 

昔
と
今
の

 　

教
育
現
場
に
つ
い
て

　

生
徒
数
は
、
昭
和
37
年
が
ピ
ー
ク

で
、
一
千
五
百
五
十
人
い
ま
し
た
。
だ

ん
だ
ん
生
徒
数
も
少
な
く
な
り
、
今

は
百
五
十
九
人
と
な
り
、
昔
と
比
べ

て
、
10
分
の
１
の
数
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
小
竹
中
か
ら
、
今
ま
で

一
万
二
千
八
百
人
以
上
の
卒
業
生
を
出

し
て
い
る
伝
統
あ
る
学
校
で
あ
り
、
小

竹
町
唯
一
の
中
学
校
で
す
。

　

昔
は
大
規
模
校
で
、
生
徒
数
も
多
い

た
め
、
な
か
な
か
一
人
ひ
と
り
に
目
が

行
き
届
く
と
か
、
学
校
全
体
が
一
つ
に

ま
と
ま
る
と
か
は
難
し
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。現
在
は
、生
徒
数
が

少
な
い
分
だ
け
一
つ
に
ま
と
ま
り
、“
ネ

バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ 

最
後
ま
で
あ
き
ら
め

な
い
”を
合
言
葉
に
勉
強
や
部
活
、
そ
し

て
、
学
校
行
事
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

□ 

学
校
経
営
に
つ
い
て

　

年
度
の
当
初
に
、
１
年
間
の
学
校
の

方
向
性
を
子
ど
も
や
教
職
員
に
示
す
た

め
に
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
り
ま
す
。

今
年
は
、『
３
つ
の
ア
ッ
プ
と
３
つ
の
願

い
』を
掲
げ
て
い
ま
す
。

◇ 

『
３
つ
の
ア
ッ
プ
』と
は
・・・

　

１
つ
は
、“
学
力
の
ア
ッ
プ
”で
す
。
生

徒
た
ち
の
夢
や
進
路
実
現
の
た
め
に
学

力
向
上
が
、
ま
ず
第
一
で
す
。
そ
し
て
、

２
つ
は
、“
体
力
の
ア
ッ
プ
”で
す
。
健
全

な
心
は
健
康
な
体
に
宿
る
と
言
い
ま

す
か
ら
、
健
や
か
な
体
を
持
っ
た
生
徒

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
本
校
は
部
活
動
に
全
教
職
員
で

打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、体
育
大
会

や
文
化
祭
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
後
で

あ
る
３
つ
は
、“
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
”で
す
。
人
間
関
係
力
を
高
め
る
た
め

に
、
他
の
人
に
自
分
の
思
い
や
考
え
を

伝
え
た
り
、
相
手
を
思
い
や
っ
た
り
と
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
特
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
力
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
校
は
、
授
業
の

中
で
、
話
し
合
い
や
意
見
交
流
の
時
間

を
取
り
入
れ
て
、“
わ
か
る
授
業
”、“
学

習
意
欲
が
高
ま
る
授
業
”を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
今
話
題
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
自
分
か
ら
主

体
的
に
学
習
や
課
題
解
決
学
習
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
伸
ば
せ
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

◇ 

『
３
つ
の
願
い
』と
は
・・・

　

小
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
が
新
し
い

友
達
と
一
緒
に
学
び
、
行
き
た
く
な
る

学
校
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
れ
は
、
学
校
が
楽
し
い
場
所
で

あ
っ
た
り
、
友
達
や
先
生
と
一
緒
な
ら
、

少
し
困
難
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
生
徒

た
ち
が
、
や
る
気
が
で
る
よ
う
な
学
校

で
あ
り
た
い
。そ
の
た
め
に
、１
つ
目
の

願
い
が“
生
徒
が
行
き
た
い
学
校
”な
の

で
す
。そ
し
て
、そ
う
い
う
生
徒
た
ち
の

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
良
さ
、
能
力
を

知
っ
て
、
私
た
ち
教
職
員
が
そ
の
子
た

ち
の
力
を
も
っ
と
つ
け
て
や
り
た
い
、

能
力
を
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
と
常
に
思

う
よ
う
な
情
熱
・
や
る
気
・
使
命
感
を

持
っ
た
教
職
員
集
団
を
目
指
し
ま
す
。

◀お話：小竹中学校　村田健吾 校長
　村田校長は、４月から小竹中学校に赴任されました。「昔からの好きな言
葉は、クラーク博士の“少年よ、大志を抱け”です。この言葉は、新学期に必ず
生徒たちに伝えます。生徒たちには、最初から自分には無理だとか、失敗す
るとか思わず、自分を鍛え、何事にも挑戦してほしいです。」

創立 70 周年記念

　小竹中学校の今
〜教育方針について、村田校長に話を伺いました〜
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こ
れ
が
、２
つ
目
の
願
い
で
あ
る“
教
師
が
生

徒
の
能
力
を
伸
ば
し
た
い
学
校
”な
の
で
す
。

３
つ
目
の
願
い
は
、“
保
護
者
や
地
域
が
行
か

せ
た
い
学
校
”で
す
。保
護
者
や
地
域
の
方
々

が
、今
の
小
竹
中
な
ら
、ぜ
ひ
入
学
さ
せ
て
頑

張
ら
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
信
頼
さ
れ
る
学

校
を
創
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、チ
ー
ム
学
校（
小
竹
中
）と
し
て
、い
ろ
い

ろ
な
方
々
の
協
力
や
支
援
が
あ
る
学
校
と
な

り
、
私
た
ち
教
職
員
が
生
徒
や
地
域
の
た
め

に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
姿
や
行
動
を
す

る
べ
き
で
す
。

■ 

「
計
画
的
な
学
習
」が

    

学
力
の
向
上
へ
と
つ
な
が
る

　

生
徒
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
教
育
や

指
導
方
法
の
工
夫
、
教
材
研
究
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、「
計
画
的

な
学
習
」で
す
。
毎
日
宿
題
は
し
て
い
る
。
家

で
も
テ
ス
ト
前
で
も
勉
強
は
し
て
い
る
。
で

も
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
を
す
る
こ

と
は
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
生
徒

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
テ
ス
ト
前
に
、
全
学
年
共
通
の
学

習
計
画
表
を
作
成
さ
せ
て
い
ま
す
。ま
た
、ご

家
庭
で
も
家
庭
学
習
の
様
子
を
見
守
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、“
家
庭
学
習
見
守
り
カ
ー

ド
”を
作
り
、保
護
者
の
方
に
評
価
や
感
想
を

記
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
計
画
的
に

学
習
す
る
力
を
生
徒
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に

も
、
ご
家
庭
と
学
校
が
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

□ 

家
庭
学
習
の
必
要
性
に
つ
い
て

　

家
庭
学
習
は
大
切
な
も
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
教
職
員
が
学
校
生
活
の
中
で
、
学
習
に
対

し
て
、
生
徒
の
意
欲
が
湧
く
よ
う
に
わ
か
る

授
業
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

そ
の
意
欲
が
高
ま
っ
た
生
徒
が
家
に
帰
っ

て
、「
も
う
一
度
や
っ
て
み
よ
う
」と
家
庭
学

習
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
両
立
が

大
切
な
の
で
す
。
学
校
で
学
習
意
欲
を
高
め
、

家
庭
で
そ
の
学
習
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
、

学
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

保
護
者
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■ 

Ｇ
Ｏ
Ｄ
と
は
・・・

　

こ
れ
は
、
学
力
ア
ッ
プ
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
デ
ー
の
こ
と
で
す
。今
年
は
、期
末
考
査
前

の
土
曜
日
に
教
室
を
開
放
し
、
生
徒
た
ち
が

学
校
で
勉
強
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
結

構
、参
加
す
る
生
徒
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

テ
ス
ト
勉
強
期
間
中
は
部
活
動
も
休
み
に

な
る
の
で
、
家
で
勉
強
す
る
よ
り
も
友
達
と

一
緒
に
勉
強
し
た
方
が
は
か
ど
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
先
生
た
ち
は
熱
心
な
の
で
、

生
徒
た
ち
が
学
校
に
来
る
の
で
あ
れ
ば
と
、

ど
の
学
年
の
先
生
た
ち
も
教
室
に
行
き
、
生

徒
に
勉
強
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
先
々
の
こ

と
で
す
が
、こ
の
よ
う
な
Ｇ
Ｏ
Ｄ
の
時
に
、地

域
の
人
た
ち
が
生
徒
の
学
習
支
援
の
よ
う
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

□ 

生
徒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

　

 

場
を
与
え
て
い
き
た
い

　

今
年
は
い
ろ
い
ろ
な
検
定
な
ど
を
紹
介
し

て
、生
徒
に
挑
戦
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。検

定
は
、漢
字
・
英
語
・
数
学
・
理
科
・
社
会
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
生
徒
に
資
格
で
は
な
い
で
す

が
、
自
分
で
自
主
的
に
検
定
を
受
け
る
こ
と

で
、
も
っ
と
勉
強
が
し
た
い
！
も
っ
と
力
を

つ
け
た
い
！
と
い
う
学
習
意
欲
を
高
め
て
ほ

し
い
で
す
。学
校
が
試
験
会
場
と
な
れ
ば
、受

け
る
生
徒
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
し
、
こ
れ

か
ら
生
徒
た
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
を

与
え
て
い
き
た
い
で
す
。

■ 

保
護
者
・
地
域
の
協
力
で
、

　

 

成
り
立
つ
教
育
と
は
・・・

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
、
多
く
の
行
事
に
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、体
育
大
会
や

文
化
祭
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
多
く
の
保

護
者
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

体
育
大
会
前
に
は
、
保
護
者
の
方
々
に
来

て
い
た
だ
い
て
、
校
内
整
備
や
除
草
作
業
な

ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、地
域
の

方
々
に
は
、
挨
拶
な
ど
声
か
け
を
し
て
い
た

だ
い
て
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
日
頃
の
様
子
を

み
て
、心
配
な
面
も
含
め
、い
ろ
い
ろ
と
情
報

提
供
を
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
声
か
け
な
ど
は
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
る
と
い
う
証
で
す
。

　

チ
ー
ム
学
校
と
し
て
、
生
徒
と
教
職
員
だ

け
で
な
く
、学
校
は
保
護
者
・
地
域
の
方
々
の

協
力
を
仰
い
で
、
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

積
極
的
に
保
護
者
・
地
域
の
方
々
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
、
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
竹
町
の
唯
一
の
中
学
校
と
し
て
、
小
竹

町
義
務
教
育
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
に
、

自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
小
竹
中
学
校
へ
の

ご
支
援
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

□ 

創
立
70
周
年
記
念
の

　 

特
別
な
行
事
と
し
て・・・

　

学
校
行
事
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
５
月
に

70
周
年
記
念
体
育
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
10
月
22
日（
土
）に
70
周
年
記
念
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。そ
し
て
、同
窓
会
の
全
面
協

力
の
も
と
、
文
化
祭
の
翌
日
に
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
す
。式
典
の
中
で
は
、本
校
生
徒
の

全
校
合
唱
と
福
岡
市
の
精
華
女
子
高
校
吹
奏

楽
部
の
マ
ー
チ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。
午

後
か
ら
は
、
同
窓
会
総
会
と
祝
賀
会
を
中
央

公
民
館
に
て
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

合
唱
は
本
校
の
特
色
の
一
つ
で
す
。
生
徒

た
ち
に
は
、一
丸
と
な
っ
て
、自
信
を
も
っ
て

歌
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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7 ひまわりだより

役 場 か ら の お 知 ら せ

ひまわり講座・受講生募集中！
「キックボクササイズ」

問い合わせ▶教育課社会教育係☎２・０４５２

　

現
在
、
ひ
ま
わ
り
講
座
で

は
、
夜
の
講
座
と
し
て「
キ
ッ

ク
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

テ
ン
ポ
の
良
い
音
楽
に
合

わ
せ
た
シ
ャ
ド
ー
ボ
ク
シ
ン

グ
や
、
実
際
に
ミ
ッ
ト
を
使
っ

て
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。
ほ
か
に

は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

運
動
不
足
解
消
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、
体
力

向
上
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
楽
し

く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】毎
月
第
２
・
第
４
水
曜

日
▼
19
時
か
ら
21
時
ま
で

小竹町地域包括支援センター
運営協議会委員を公募します
問い合わせ▶福祉課高齢者福祉係☎２・１２１9

　

小
竹
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
公
正
・
中
立
性
の
あ

る
運
営
を
図
る
た
め
、「
小
竹

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
」を
設
置
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
運
営
に
関
す
る

計
画
・
事
業
実
施
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
当
運
営
協
議

会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】２
人
▼
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
人（
１
人
）▼

65
歳
以
上
の
人（
１
人
）

※
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

【
応
募
資
格
】町
内
在
住
で
、
平

日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

が
可
能
な
人

【
応
募
方
法
】応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
福
祉
課

窓
口
に
持
参
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
福
祉
課
窓
口

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
竹
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
間
】９
月
16
日（
金
）

ま
で（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日

消
印
有
効
）

国民年金の未支給請求について
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

　

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
、
死
亡
し
た
月
ま
で

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
年
金
は
偶
数
月
に

そ
の
前
の
２
か
月
分
が
支
給

さ
れ
る
た
め
、
死
亡
し
た
受
給

者
本
人
は
死
亡
し
た
月
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
年
金
が
あ
る
場
合
、
遺
族

か
ら
の
請
求
に
よ
っ
て
、
そ
の

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
の
未
支
給
分

を
請
求
で
き
る
遺
族
の
範
囲

は
、
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た

当
時
に
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
た
①
配
偶
者
、
②
子
、
③
父

母
、④
孫
、⑤
祖
父
母
、⑥
兄
弟

姉
妹
、
⑦
そ
れ
ら
以
外
の
３
親

等
以
内
の
親
族
に
限
ら
れ
、
優

先
順
位
は
①
か
ら
⑦
の
順
番

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
未
支
給
請
求
で
き
る

遺
族
が
い
な
い
場
合
で
も
、
死

亡
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

未 支 給 請 求 に 必 要 な も の
▶印かん
▶通帳（請求者）
▶年金証書
▶住民票（死亡者および請求者）
▶戸籍謄本（死亡者および請求者）
▶生計同一証明書（死亡者と請求者の世帯が
異なる場合に必要）

未支給請求（死亡届）は受給してい
た年金の種類によって届出先が異
なります。詳しくは、健康増進課保
険年金係に問い合わせください。

【講師】トレーナー
　　　健康運動指導士
　　　久家  祐介 氏

  
１
度
、見
学
に

          
来
て
み
ま
せ
ん
か
？
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【
申
請
期
間
】平
成
28
年
９
月
５
日（
月
）

か
ら
平
成
29
年
２
月
６
日（
月
）ま
で

※
窓
口
受
付
は
、
平
日
の
８
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
ま
で（
木
曜
日
の
み
19
時
ま

で
）

申請受付会場地図

入
口

入
口

会計課

福祉課

▶

駐
車
場

申請受付会場

駐車場

小竹町役場

小竹町役場 ９月５日（月）から９月
１６日（金）までの受付
会場です。

９月２０日（火）以降は、
福祉課窓口（⑨番）で受
け付けます。

注

平成２8 年 9 月 5 日（月）から平成２８年度臨時福祉給付金および
障害・遺族年金受給者向け給付金の申請が始まります
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

※申請状況によっては、期間が変更になる場合があります。

※郵送した申請書一式に同封している返信用封筒に必要書
類を入れ、ポストに投かんしてください。また、窓口で申請
する場合は、左記の申請受付会場地図をご確認ください。

◆
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者

　

向
け
給
付
金
と
は

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、

賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く

い
所
得
の
少
な
い
年
金
受
給
者
へ
の

支
援
で
す
。

▽
１
人
に
つ
き
三
千
円

 

▽
１
人
に
つ
き
三
万
円

◇
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は

　

平
成
26
年
４
月
に
実
施
し
た

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
所

得
の
少
な
い
人
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
の
支
援
で
す
。

▽
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人  

※
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
に
お

い
て
、
課
税
者
の
扶
養
と
な
っ
て

い
る
場
合
、
生
活
保
護
受
給
者
で

あ
る
場
合
等
を
除
く
。

▽
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
対
象
者
の
う
ち
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

※
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
と
の

併
給
が
可
能

※
た
だ
し
、
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
平
成
28
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
実
施
）

を
受
給
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、障
害
・

遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
を
受
給

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

対象者 支給額

※
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、申
請
書
一
式
を
郵
送（
８
月
下
旬
頃
）し
て
い

ま
す
。届
い
た
人
全
員
が
対
象
と
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

役 場 か ら の お 知 ら せ

【
基
準
日
】平
成
28
年
１
月
１
日

※
基
準
日
時
点
で
住
民
票
が
小
竹
町

に
あ
る
人
が
対
象
で
す
。



9 ひまわりだより

医療費通知をご存じですか？
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

　

医
療
費
通
知
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
に
医
療
費
の
実
情
や
健
康
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
年
６
回（
２
か
月
ご
と
に
）小

竹
町
国
保
か
ら
各
世
帯
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　

医
療
費
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
と
国
・
県
か

ら
の
交
付
金
等
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
医
療
費
通
知
」の
内
容
を
参
考
に
、
医

療
費
負
担
の
し
く
み
や
健
康
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
国
民
健
康
保

険
制
度
の
健
全
な
運
営
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、「
医
療
費
通
知
」の
記
載
内
容
が

医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
等
と
異
な
る

場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
健
康
増
進
課

保
険
年
金
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　　

医
療
機
関
、薬
局
で

　

も
ら
っ
た
領
収
書
は
大
切
に
保
管
を

　

医
療
機
関
や
薬
局
で
は
、
医
療
費
の
内

容
の
分
か
る
領
収
書
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
領
収
書
は
、
皆
さ
ん
が
医
療
費
を
支

払
っ
た
大
切
な
証
拠
書
類
で
あ
り
、
高
額

療
養
費
の
申
請
や
確
定
申
告
に
お
い
て

医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
の
添
付
資
料

と
し
て
必
要
に
な
り
ま
す
。

　国民健康保険への
   加入の手続きは 14 日以内に
　職場の健康保険（健康保険組合や共済組合
など）に加入している人、後期高齢者医療制度
に加入している人および生活保護を受けてい
る人を除くすべての人が国民健康保険に加入
します。退職により職場で加入していた健康
保険をやめたときや職場の健康保険の被扶養
者から外れたときは、事業所が発行する資格
喪失証明書を持参のうえ、14 日以内に保険年
金係窓口で加入の手続きを行ってください。

　職場の健康保険に加入したときは、
　喪失の手続きを忘れずに
　国民健康保険に加入している人が就職等に
より職場の健康保険（健康保険組合や共済組
合など）に加入したときは、国民健康保険の喪
失手続きが必要です。新しくできた被保険者
証を持参のうえ、保険年金係窓口で喪失の手
続きを行ってください。

平成２８年度介護予防教室のご案内
問い合わせ▶福祉課高齢者福祉係☎２・１２１９

　

小
竹
町
で
は
、65
歳
以
上
85
歳
以
下
で
、介

護
保
険
を
利
用
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
も
の

の
、
少
し
ず
つ
生
活
機
能
が
低
下
し
て
き
て

い
る
人
を
対
象
に
し
た
介
護
予
防
教
室
を
次

の
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

【
内
容
】▼
運
動
器
の
機
能
向
上
▼
栄
養
改
善

▼
口こ
う

腔く
う

機
能
の
向
上

【
申
込
期
間
】９
月
１
日（
木
）か
ら
９
月
23
日

（
金
）ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

【
定
員
】20
人

※
申
込
後
、
担
当
者
が
教
室
参
加
適
否
の
た

め
に
自
宅
訪
問
に
て
、
聞
き
取
り
を
行
い
ま

す
。

【
開
催
日
】全
15
日（
毎
週
水
曜
日
お
よ
び
月

１
回
程
度
の
土
曜
日
） 

※
初
回
は
、10
月
12
日（
水
）予
定

【
教
室
時
間
】13
時
か
ら
14
時
30
分
ま
で 

※
送
迎
車
有
り（
ご
希
望
の
人
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。）

【
委
託
事
業
所
】医
療
法
人 

社
団
親
和
会 

介

護
老
人
保
健
施
設 

き
ん
も
く
せ
い

【
参
加
料
】無
料

【
申
し
込
み
先
】福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係健康寿命を延ばすため、

この機会に参加してみ
ませんか？

大切に保管して
おきましょう。



10

糖尿病教室のご案内
問い合わせ▶町立病院事務局☎２・０２８２

　町立病院では、糖尿病教室を開催しています。糖尿病を
学び、日常生活を見直してみませんか？

【日時】９月８日、９月１５日、９月２９ 日
▷１６時３０分から（４０分程度）

【内容】 ※ 毎月実施します。
木曜日 内　容 講　師

９月８日 糖尿病はどんな病気？ 副院長
９月１５日 糖尿病と食生活について

管理栄養士
９月２９日 食事療法の実際

【対象者】どなたでも参加できます
【場所】町立病院２階リハビリテーション室
【申込先】町立病院事務局

今月の納税
税金は納期限までに納めましょう
問い合わせ▶税務住民課収納係☎２・１２１６

▼税の公平性
　納付期限内に税金を納めた人との税の公平性を保つため、
納期限が過ぎた後も納付がない場合、督促状を送ります。督促
後、完納されないときは差押え等の処分の対象になりますの
で、納期限までの納付をお願いします。

▼口座振替による納税について
　振替日は毎月 25 日（振替日が休日の場合は翌営業日、12 月と
２月は 22 日）です。自動的に指定の口座から税金が引き落とさ
れるので、納め忘れの心配がありません。手続きは、町指定金融
機関（福岡銀行、西日本シティ銀行、福岡ひびき信用金庫、飯塚信
用金庫、直鞍農協、ゆうちょ銀行）または税務住民課で行えます。

集合税ｰ町県民税・固定資産税・国民健康保険税ｰ

納期限　9 月３０日（金）
【口座振替日　９月２６日（月）】

私たちは税の未納をなくします！
筑豊地区の１５市町村と２県税事務所は

連携して徴収強化に取り組みます。
飯塚市、桂川町、嘉麻市、直方市、宮若市、鞍手町、小竹町、田川市、香春町、福智町、
糸田町、川崎町、添田町、大任町、赤村、飯塚・直方県税事務所、田川県税事務所

9 月・10 月は、売掛金差押え推進月間です！

　
２０１７年版

福岡県民手帳の申し込みを受け付けます。

申込受付締切　９月３０日（金）
※１１月発売予定です。

種　類 サイズ 価　格

ポケット判
（黒・茶・パステルピンク）

１３５㎜ ×７３㎜ ４００円

標準判
（黒・茶・パステルピンク・
ライトグリーン）

１６２㎜ ×８４㎜ ５００円

ハンドブック判
（黒のみ）

２１０㎜ ×１５０㎜ ９００円

【申し込み先】まちづくり政策課商工観光係☎２・１214

福岡県民手帳の
申し込みについて
問い合わせ▶まちづくり政策課商工観光係☎２・１２１４

役 場 か ら の お 知 ら せ

※１０月の教室開催日は、６日、１３日、２０日、２７日です。
※１０月からは、第３木曜日（１０月２０日）にリハビリ科
による「運動療法の実際」を行います。
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介護予防ひまわりポイント事業のご案内
問い合わせ▶福祉課高齢者福祉係☎２・１２１９　

道路上に張り出している樹木等の伐採について
問い合わせ▶建設課☎２・１９００　

　車道や歩道において、樹木等が張り出し、折れ木・落枝等
による交通障害を引き起こし交通事故の原因となります。
私有地から張り出している樹木等は、土地所有者に所有権
があるため、町が剪

せん

定
てい

・伐採をすることはできません。折れ
木・落枝や樹木等の張り出しが原因で事故が発生した場合

は、土地所有者が賠償責任を問われる場合があります。

　道路には、通行の安全確保のために「建築限界」が定めら
れています。通行者の安全と事故防止のために、自己所有地
を確認の上、所有者の責任において、剪

せん

定
てい

・伐採等、適切な管
理をお願いします。

私有地私有地 車道 歩道

４．５ｍ

2．５ｍ

建築限界の範囲

【建築限界とは】（道路法第３０条、道路構造令第１２条）
　道路上の安全な通行を確保するため、車道の上空『４．５
ｍ』、歩道の上空『２．５ｍ』の範囲内に障害がある物を置い
てはならないとしています。これを建築限界といいます。

現在登録されている受入機関（平成２８年８月８日現在）

▶グループホームこたけ
▶デイサービスかりん
▶軽費老人ホーム福寿園
▶グループホーム敬寿
▶特別養護老人ホーム　新多園
▶グループホーム　新多園
▶新多園デイサービスセンター
▶介護老人保健施設　きんもくせい
▶グループホーム　きんもくせい
▶小竹こども園
▶グループホーム　もくれん
▶小竹町総合福祉センター（小竹町社会福祉協議会）
▶小竹はつらつ倶楽部（小竹区公民館）

　平成２８年８月から、小竹町では介護予防ひまわりポイン
ト事業を行っています。
　この事業は、ボランティア受入機関として登録されてい
る介護保険適用施設や自治会などで、ボランティア活動に
参加した際や、町が実施する健康診査等を受診した際に、ポ
イントが付与されます。そして、２０ポイントを集めると、
２，０００円分のクオカードと交換できます。

【対象者】小竹町に住民登録をしている６５歳以上の人
【参加申込み】福祉課高齢者福祉係にて受け付けています

☆ボランティアを受入れていただく施設、事業所、自治
会団体等も随時募集しています。

詳細については、お気軽に高齢者福
祉係までお問い合わせください。

※詳しくは、小竹町ウェブサイト (http://town.kotake.lg.jp)
にて掲載しています。
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Town's topics

み ん な の ひ ろ ば
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◉権現山からの眺めには・・・？
　７月１６日、御徳一区公民館で、「小竹町郷土史研修会」
を行い、御徳地区の古代から近世の人々の生活などを学び
ました。この研修会は、御徳一区自治会長 山崎さんが小竹
町郷土研究会の皆さんとともに、町おこしのために、“みん
なで地域の歴史を知ろう”という目的で、初めて開かれま
した。権現山の山頂からは、遠くに芦屋の海が見えていた
そうです。今はない権現山が、町内で唯一の海が眺められ
る山であったと知り、「え〜！」と驚きの声が！知らない地
域の歴史を学び、充実した時間を過ごせました。

◉防犯意識を高めよう！！
　７月２０日、小竹町地域安全推進隊の皆さんが町内巡回
パトロールを行い、防犯を呼びかけました。子どもたちに
とっては楽しい夏休みですが、犯罪の起こりやすい時期で
もあります。子どもたち自身が、日頃から防犯を心がけ、

◉暑い中、ありがとうございました
　７月１９日は、日差しがとても強く、立っているだけで

汗が流れるほどの暑さ。その暑さの中、小竹町婦人会の皆

さんが町総合福祉センター

の玄関前コンクリート柱に塗

装をしていただきました。

また、旧包括支援センター中

庭の草取りや樹木の剪
せん

定
てい

を

し、見違えるほどきれいにな
りました。

“自分の身は自分で守る”という
意識を持つことが大切です。ま
た、子どもたちの安全を地域で見
守ることが、犯罪の未然防止や事
件の早期解決につながります。

　筑豊地域の一斉行動として、嘉穂・鞍手保健福祉環境事
務所の呼びかけで行われている「打ち水大作戦」。小竹町は
今年も参加し、８月５日１７時３０分から、役場玄関前で打
ち水を行いました。結果は、下の表をご覧ください。
　打ち水は日本古来の文化です。まだまだ猛暑が続きます
ので、皆さんもご自宅で打ち水をやってみませんか？

◉“打ち水”で涼しさを感じました

気温 温度変化 路面温度 温度変化
打ち水前 ３３．6℃

−２．１℃
４５．５℃

−８．０℃
打ち水後 ３１．５℃ ３７．５℃

あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２
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◉おめでとうございます！
　直方出張所管内の直轄樋管操作員の松田正さん

（写真左）、武谷八郎さん（写真中央）、宮本健一さん

（写真右）は、１０年以上の長きにわたる樋管操作業

務のご尽力により、遠賀川河川事務所長から感謝状

が贈られました。松田さんは、平成２７年３月に退任

されましたが、武谷さん、宮本さんは、これからも引

き続き、体調管理等に十分に配慮し、操作業務にご

精励いただきますようお願いします。

　7 月 6 日（水）、子育て支援センターで、ソーメン流しを行いまし

た。　「日本では昔から、涼を取り入れる工夫をし、夏の食事を楽し

んでいましたよ」というセンター長のお話の後、ボランティアの田

代博昭さんが地元の竹で作ってくれた本格的なソーメン流しを楽

しみました。１歳２か月から１歳１０か月の子どもたちが、流れて

くるソーメンをママといっしょにフォークですくって、おいしそう

に食べていました。参加されたお母さんからは、「いつもよりたくさ

ん食べているので、驚いています。」と喜びの声が聞かれました。

報情このけた−タンセ援支て育子
園もどこ竹小 と

　また、翌日はこども園でも行いまし

た。１、２歳児は朝のおやつで、３歳児

以上はクラスに分かれて、ソーメンを

いただきました。

　流れるソーメンや自分たちで育てた

きゅうり、ミニトマトを“つかめたよ”、

“つかめない”、“おいしい”、“冷たい

ね”、“早すぎる”など、にぎやかな様子。

そして、口いっぱいにしながら、心もお

腹も満たされました。

　生後４か月までの子どもさんのいるお宅を訪問し、育児不安に対

する悩みや相談、子育て支援に関する情報提供を行います。

　また、この時期からの読み聞かせ（ブックスタート）の大切さ（心

の栄養となることなど）をお伝えしています。

　☆訪問前に必ず、ハガキで日時のお知らせをします。☆

みつば会役員の方々のご

協力のもと、盛大な楽し

い催しとなりました。

〈児童委員の永津さんと訪問します。〉

８月から
乳児家庭全戸訪問事業がスタートしました
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図書室新刊のお知らせ
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小学生のボクは、
鬼のようなお母さ
んにナスビを売ら
されました
文 / 原田剛
絵 / 筒井則行
ワイヤーオレンジ

　ちょっとインパクト強過ぎかと
思える題と絵。作者は徳島で育児雑
誌を出している社長さんです。お子
さんは手に取ることを怖がるかも
しれませんが、是非、親子で読んで
ほしい本です。
　高齢出産で生んでくれた優しい
お母さんが、ある日、市場で売れな
いナスビを近くの団地で売るよう
にボクに言うのです。ナスビは簡単
には売れません。「あしたはちゃん
と売りなさい」「あしたは絶対に売
らなアカンでよ！！」鬼のような顔
で言うのです。初めて売れたとき、
お母さんは１００円の中から１０円
をくれました。その後、お母さんは
病気になってしまいます。
　恵まれた環境で育ち、お子さんに
も何でも与えられているかもしれ
ません。しかし、それは甘い愛情ば
かりで、「生き抜く力」になるもので
しょうか？

　財政難に喘ぐ豊後・羽根藩には、
怨嗟の声が渦巻いていた。十五年
前に仕官、やがて御勝手方総元締
に任じられた多聞隼人が、藩主・三
浦兼清を名君と成すために、領民
家中に激烈な痛みを伴う改革を断
行したためであった。そんな中、誰
も成し得なかった黒菱沼の干拓の
命が下る。一揆さえ招きかねない
難題であった。それにも拘わらず、
隼人は家老に就くことを条件に受
諾。だが、城中では、反隼人派の策
謀が蠢き始めていた・・・。

春雷
著 / 葉室麟
祥伝社

開館時間　　８：３０〜１７：１５
問い合わせ　中央公民館　☎２・０４５２

    

『
学
び
ボ
ラ
2 6
』

吉
良
美
智
子
さ
ん
、齋
藤
一
枝
さ
ん
、

勝
永
節
子
さ
ん
、篠
崎
政
代
さ
ん

前
辻
征
二
さ
ん
、吉
部
一
也
さ
ん

　

７
月
31
日（
日
）、
ち
ょ
っ
く
ら
ふ
れ
旅
の
企
画

『
小
竹
コ
コ
だ
け
竹
体
験
』が
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
竹
細
工
名
人
の
田
代
博
昭
さ
ん
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体“
学
び
ボ
ラ
26
”の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
竹
を
切
っ

て
水
鉄
砲
や
流
し
そ
う
め
ん
用
の
器
を
上
手
に
作

り
ま
し
た
。ま
た
、水
鉄
砲
遊
び
で
は
、び
し
ょ
濡

れ
に
な
り
な
が
ら
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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今月の健康行事
▶小竹町立病院で火曜日に予防接種を実施
　しています。詳しくは小竹町立病院へお
　問い合わせください。
※要予約・・・小竹町立病院☎２・０２８２

▶内容によっては事前に予約が必要なもの
　や対象者が限られる場合がありますので、
　保健センターに問い合わせください。

▶ウォーキング教室・筋力アップ教室・転倒
　予防教室は、上靴、水筒、タオルを持参して
　ください。

▶転倒予防教室は、バスの送迎があります。
　希望する人は、事前に申し込みください。

▶腎臓病予防料理教室は材料の都合上、事前
の予約が必要になります。

予約・問い合わせ…保健センター☎２・１８６４

９月
１６日（金）：腎臓病予防料理教室

１０時〜１０時３０分
保健センター

２０日（火）：１歳 6 か月児健診
１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

２１日（水）：転倒予防教室
１３時〜１３時３０分
中央公民館

２９日（木）：すくすく教室（離乳食教室）
１３時１５分〜１３時３０分
保健センター

３０日（金）：ウォーキング教室
１０時〜１０時３０分
町民体育館
１０月

５日（水）：ウォーキング教室
１０時〜１０時３０分
町民体育館

１１日（火）： 乳児健診
１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

１３日（木）：ウォーキング教室
１０時〜１０時３０分
町民体育館

１５日（土）：特定健診・基本健診・各種がん検診

８時３０分〜１０時
保健センター

　　

禁
煙
を

　
　

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

た
ば
こ
は
、「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」と
言
い
ま

す
。た
ば
こ
と
い
う
と“
肺
が
ん
”を
連
想
す
る
人
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。喫
煙
は
肺
だ
け
で

は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま

す
。
ま
た
、
血
管
の
老
化
を
早
め
動
脈
硬
化
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

◆
動
脈
硬
化
と
は
・・・

　

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
は
血
管
を
収
縮

さ
せ
、
血
圧
を
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
血
管
内
に
ア
テ

ロ
ー
ム
や
血
栓
を
つ
く
り
ま
す
。健
康
な
血
管
は
し

な
や
か
で
弾
力
性
が
あ
り
ま
す
が
、
加
齢
や
た
ば

こ
、健
康
に
悪
い
生
活
習
慣
を
続
け
る
と
弾
力
性
を

失
い
、硬
く
、も
ろ
い
血
管
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。こ

れ
が
動
脈
硬
化
で
す
。自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
悪
化

し
、心
臓
や
脳
で
発
症
し
て
し
ま
う
と
命
に
関
わ
り

ま
す
。

◆
喫
煙
の
影
響
と
は
・・・

①
見
た
目
の
老
化
の
原
因
に
な
り
ま
す

　

活
性
酸
素
の
影
響
で
、
皮
膚
の
は
り
が
な
く
な

り
、し
み
・
し
わ
が
増
え
や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

毛
細
血
管
が
収
縮
し
て
血
行
が
悪
く
な
る
た
め
、栄

養
が
不
足
し
、肌
の
老
化
や
薄
毛
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
。

②
歯
や
口
へ
の
悪
影
響
が
あ
り
ま
す

　

歯
周
疾
患
に
な
り
や
す
く
な
り
、歯
を
失
う
可
能

性
が
高
い
で
す
。
口
臭
が
で
や
す
く
な
り
、
味
覚
が

損
な
わ
れ
、素
材
本
来
の
う
ま
味
が
分
か
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
口こ
う

腔く
う

が
ん
に
な
る
確
率
が
高
く

な
り
ま
す
。

③
家
族
や
周
囲
の
健
康
を
害
し
ま
す

　

た
ば
こ
か
ら
出
る
煙（
副
流
煙
）は
吸
い
込
む
煙

以
上
に
有
害
で
す
。家
族
の
た
め
に
も
禁
煙
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

④
お
金
が
か
か
り
ま
す

　

１
日
１
箱
を
吸
う
と
す
れ
ば
、
10
年
間
で
約

１
６
８
万
円（
１
箱
４
６
０
円
×
３
６
５
日
＝

１
６
７
，９
０
０
円
）、40
年
間
で
約
６
７
０
万
円
と

な
り
ま
す
。

【検査項目】身体計測、血圧、検尿、
血液、視力、心電図、血液検査、肝
炎検査、胸部 X 線、胃 X 線など

【料金】検査項目によって、異なり
ます。事前に町立病院医事係まで

問い合わせください。
【申込方法】健診前日の 16 時まで
に事務局に予約をしてください。

【問い合わせ】町立病院事務局 
☎２・０２８２

 ☆　健康診断・特定健診を受け付けています　☆

◆
禁
煙
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

 

□
禁
煙
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
ょ
う
。

　

周
囲
の
人
が
協
力
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
宣
言
す
る
こ
と
で
周
囲
の
目
が
気
に
な

り
、喫
煙
を
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

 

□
時
期
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

長
期
休
暇
の
前
な
ど
心
の
余
裕
が
あ
る
時

が
成
功
し
や
す
い
で
す
。“
ス
ト
レ
ス
で
つ

い
！
”と
い
う
こ
と
が
減
り
ま
す
。

 

□
薬
の
利
用
や
病
院
受
診
も
効
果
的
で
す
！

　

ニ
コ
チ
ン
を
補
う
タ
イ
プ
の
薬
や
ニ
コ
チ

ン
を
含
ま
な
い
飲
み
薬
も
あ
り
ま
す
。
受
診
し

て
医
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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町長の動き

町 長 コ ラ ム

点

描— ７月２１日から８月２０日まで —

７月２１日 第１回福岡県介護保険広域連合委員会 宮若市役所

７月２２日 県砂防協会通常総会 福岡リーセントホテル

７月２５日
郡町村会研修 熊本市

７月２６日

７月２７日
安倍総理との懇談会 ホテルオータニ
九州治水期成同盟連合会要望 参議院議員会館

７月２８日 九州治水期成同盟連合会要望 参議院議員会館

７月２９日 北九州地方裁判所昇格期成会総会 リーガロイヤル小倉

７月３１日 家族のつどい 小竹化成 ( 株 )

８月１日
庁議 庁内会議室
福岡銀行公務金融法人部長来庁 町長室

８月２日
県町村会理事会

福岡県自治会館県自治会館管理組合議会臨時会
県市町村消防団員等公務災害補償組合議会

８月３日
小竹町政治倫理審査会　

庁内会議室
決算審査講評

８月４日
鞍手地区人権同和対策推進協議会総会 直方総合庁舎
遠賀川水防災意識社会構築推進協議会 遠賀川水辺館
自衛隊飯塚駐屯地夏祭り 飯塚駐屯地

８月５日 先進地住宅地視察 若松区

８月６日 小竹学園夏祭り 小竹学園

８月１５日 福岡県戦没者追悼式 福岡武道館

８月１７日 市町村連絡協議会 中央公民館

８月１８日
特別職報酬等審議会 庁内会議室
町商工会協議 町長室

８月１９日
９月補正町長査定 庁内会議室
九州管区行政評価局長来庁 町長室
行政相談委員地区連絡会議 総合福祉センター

８月２０日 久住会納涼夏祭り 久住会

　

７
月
に
起
き
た
神
奈
川
県
相
模
原
市

に
あ
る
障
害
者
施
設「
津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
」多
数
殺
傷
事
件
。
残
忍
で
冷
酷
な
犯

行
に
多
く
の
人
の
命
が
奪
わ
れ
、傷
つ
け

ら
れ
た
。ど
れ
ほ
ど
の
殺
意
に
満
ち
て
い

た
の
か
。元
職
員
で
あ
っ
た
容
疑
者
の
犯

行
の
む
ご
さ
、
そ
の
容
疑
者
が
発
し
た

「
障
害
者
な
ん
て
い
な
く
な
れ
ば
い
い
」

と
い
う
言
葉
の
む
ご
さ
は
常
軌
を
逸
し

て
い
る
。
８
月
６
日
、
障
害
者
の
自
立
支

援
や
生
活
介
護
な
ど
幅
広
く
障
害
者
支

援
を
行
う
施
設「
小
竹
御
徳
会
・
小
竹
学

園
」の
夏
祭
り
に
招
か
れ
た
。
こ
の
恒
例

の
夏
祭
り
は
、地
域
の
人
た
ち
と
の
親
睦

と
施
設
入
所
者
や
そ
の
家
族
間
の
交
流

を
深
め
、
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
い
、
支
え

合
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。入
所
者
自

ら
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
祭
り
を
盛
り
上

げ
、
職
員
が
支
え
、
地
域
の
自
治
会
や
町

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
バ
ザ
ー

で
参
加
。メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
歌
あ
り

踊
り
あ
り
の
賑
や
か
な
催
し
に
参
加
者

の
笑
顔
は
満
開
。楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ

た
。こ
の「
小
竹
学
園
」の
夏
祭
り
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
、地

域
と
の
隔
絶
を
な
く
し
障
害
者
と
共
生

す
る
社
会
の
仕
組
み
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
誰
の
命
も
尊
ば
れ
、

大
切
に
さ
れ
る
世
の
中
を
築
い
て
い
く

こ
と
を
改
め
て
望
む
。き
わ
め
て
重
大
な

相
模
原
市
の
事
件
を
受
け
て
、こ
の
よ
う

な
事
件
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
差

別
や
偏
見
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
た
再

発
防
止
対
策
が
急
が
れ
る
。

小
竹
町
長　

盆ぼ
ん

前ま
え

に
今い

ま

治は
る

タ
オ
ル
注

ち
ゅ
う

文も
ん

す
　
　
　
　
　
松
尾　

治
子

籐と
を

椅い

子す

の
ボ
コ
ボ
コ
亡つ

夫ま

の
夢ゆ

め

の
跡あ

と

　
　
原
賀　

静
子

桐き
り

一ひ
と

葉は

雨あ
め

の
中な

か

よ
り
バ
ス
が
来く

る
　
　   

松
尾
清
一
郎

桐き
り

一ひ
と

葉は

法ほ
う

要よ
う

終を

え
る
寺て

ら

の
膳ぜ

ん　
　
　
　
　

安
藤
つ
き
子

鳥と
り

篭か
ご

の
鳥と

り

が
水み

づ

飲の

む
長な

が

崎さ
き

忌き

　
　
　
　
　
選
者　
　

吟

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風　

選

我わ

が
青は

春る

は
い
く
さ
い
く
さ
や
敗は

い

戦せ
ん

忌き

　
豊
崎　

民
恵

白し
ろ

熊く
ま

も
龍り

ゅ
う

も
押を

し
上あ

げ
雲く

も

の
峰み

ね

　
　
　
　
尾
上　

礼
子

知し

ら
ぬ
子こ

に
声こ

え

か
け
ら
れ
し
地ぢ

蔵ぞ
う

盆ぼ
ん

　
　
時
川
寿
美
子

秋あ
き

立た

つ
や
一い

っ

杯ぱ
い

の
水み

づ

飲の

み
残の

こ

す
　
　
　
　
門
田　

睦
子

秋あ
き

晴は

れ
や
太た

い

鼓こ

音ね

軽か
る

く
地ち

区く

リ
レ
ー
　
　
小
嶋　

亮
子

小
竹
初
音
句
会

阿
部
天
風　

選

よ
く
来き

た
と
父ち

ち

の
声こ

え

な
り
墓は

か

洗あ
ら

う
　
　
　
丸
山
の
り
よ

お
帰か

え

り
と
母は

は

の
好こ

う

物ぶ
つ

盆ぼ
ん

だ
ん
ご
　
　
　
　
古
賀
サ
チ
ヱ

盆ぼ
ん

踊を
ど

り
炭た

ん

坑こ
う

節ぶ
し

で
締し

め
く
く
る
　
　
　
　
吉
田　

公
子

手て

を
か
ざ
す
祖そ

父ふ

の
し
ぐ
さ
や
盆ぼ

ん

踊を
ど

り
　
渡
辺
ひ
と
み

盆ぼ
ん

踊を
ど

り
下げ

駄た

の
音ね

響ひ
び

き
踊を

ど

り
舞ま

う
　
　
　
福
間
菜
津
美

な
つ
か
し
き
友と

も

に
会あ

え
る
や
盆ぼ

ん

踊を
ど

り
　
　
西
山
恵
里
菜

在あ

り
き
日ひ

を
帰き

と途
に
巡め

ぐ

ら
す
盆ぼ

ん

用よ
う

意い

　
　
大
塚　

尚
美

墓は
か

洗あ
ら

う
年ね

ん

に
一い

ち

度ど

の
家か

族ぞ
く

の
和わ

　
　
　
　
山
本　

繁
明

新
多
園
句
会

阿
部
天
風　

選

俳  

句
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暮らしの情報
補
聴
器
交
付（
修
理
）

巡
回
相
談

【
日
時
】９
月
15
日（
木
）10
時
か
ら
11
時
ま
で

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

【
持
参
す
る
も
の
】身
体
障
害
者
手
帳
、
印
か
ん
、

補
聴
器

◉
交
付（
修
理
）を
受
け
た
場
合
は
、世
帯
の
負
担

能
力
に
応
じ
て
費
用
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
課
一
般
福
祉
係
☎
２
・
１
２

１
９小

竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】９
月
９
日（
金
）12
時
か
ら
13
時
ま
で
受

付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
☎
２
・

２
０
２
８

く
ら
し
・
し
ご
と
・
家
計

困
り
ご
と
相
談
室

　

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど
を
抱
え
て
い

る
人
の
た
め
に
、自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま

す
。

【
対
象
者
】町
内
に
在
住
の
人

【
日
時
】月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
▼
９
時
30
分

か
ら
17
時
30
分
ま
で
※
祝
日
も
開
所

【
場
所
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

◉
相
談
無
料
・
予
約
制
・
秘
密
厳
守

◉
小
竹
町
役
場
・
ご
自
宅
で
も
相
談
可
能

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

☎
０
９
３
・
２
０
３
・
１
６
３
０

行
政
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

【
日
時
】９
月
27
日（
火
）10
時
か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】役
場
１
階
ロ
ビ
ー

◉
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

【
問
い
合
わ
せ
】ま
ち
づ
く
り
政
策
課
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
☎
２
・
１
２
１
４

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

「
法
の
日
」に
お
け
る
無
料
相
談
会

【
日
時
】10
月
１
日（
土
）▼
午
前
は
10
時
か
ら
12

時
ま
で
▼
午
後
は
13
時
か
ら
15
時
ま
で

【
場
所
】ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た

【
相
談
内
容
】土
地
の
境
界
問
題（
筆
界
特
定
申
請

手
続
）、
分
筆
、合
筆
、建
物
の
新
築
、増
築
等
の
調

査
・
測
量
お
よ
び
登
記
手
続
な
ど

◉
相
談
無
料
・
予
約
不
要

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
直

方
支
部
☎
０
９
０
・
５
９
２
４
・
８
６
０
４

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が
ら
せ
、
差

別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
専
用
電
話
▼
０
１
２
０
・
７
７
１
・
２
０
８

【
受
付
】月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日
、
12
月

29
日
か
ら
１
月
3
日
ま
で
は
除
く
。）

【
時
間
】9
時
か
ら
17
時
ま
で

◉
相
談
無
料
・
匿
名
可
・
秘
密
厳
守

※
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進

セ
ン
タ
ー
が
、厚
生
労
働
省
の
生
活
相
談
充
実
事

業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】公
益
財
団
法
人 

人
権
教
育
啓

発
推
進
セ
ン
タ
ー
▽
東
京
都
港
区
芝
大
門
２
ー

10
ー
12
Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階
☎
０
３
・
５
７

７
７
・
１
８
０
２

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所（
福
岡
法
務
局
）の
開
設

　

福
岡
法
務
局
で
は
、休
日
相
談
所（
予
約
制
）を

開
設
し
ま
す
。お
気
軽
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】10
月
２
日（
日
）▼
10
時
か
ら
15
時
ま
で

【
場
所
】①
福
岡
会
場
▽
福
岡
法
務
局
本
局
②
久

留
米
会
場
▽
福
岡
法
務
局
久
留
米
支
局
③
北
九

州
会
場
▽
小
倉
興
産
Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
４
階

【
相
談
内
容
】相
続
な
ど
土
地
・
建
物
の
登
記
、
境

界
ト
ラ
ブ
ル
、成
年
後
見
、戸
籍
、国
籍
、供
託
お

よ
び
人
権
問
題
な
ど

◉
相
談
無
料

【
予
約
期
間
】９
月
５
日（
月
）か
ら
９
月
30
日

（
金
）ま
で
の
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】①
福
岡
会
場
▽
福
岡
法
務

局
民
事
行
政
調
査
官
室
☎
０
９
２
・
７
２
１
・
９

３
８
３
②
久
留
米
会
場
▽
福
岡
法
務
局
久
留
米

支
局
☎
０
９
４
２
・
３
９
・
２
１
２
１
③
北
九
州

会
場
▽
福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局
☎
０
９
３
・
５

６
１
・
３
５
４
２

司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る

相
続
合
同
相
談
会
の
実
施

　

司
法
書
士
と
税
理
士
が
同
時
に
相
続
の
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、法
律
と
税
務
を
一
緒
に
解
決

で
き
る
良
い
機
会
で
す
。

【
日
時
】10
月
15
日（
土
）▼
13
時
か
ら
17
時
ま
で

【
場
所
】福
岡
ビ
ル
９
階
第
５
ホ
ー
ル

◉
相
談
無
料
・
予
約
不
要
・
先
着
順
・
定
員
あ
り

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局
☎

０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１

公
証
業
務
に
関
す
る

無
料
休
日
相
談
会
等
の
実
施

　

10
月
１
日（
土
）か
ら
10
月
７
日（
金
）ま
で
の

「
第
26
回
公
証
週
間
」に
関
連
し
て
、無
料
相
談
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
内
容
】遺
言
、任
意
後
見
契
約
、尊
厳
死
宣
言
、離

婚
問
題（
子
の
養
育
費
ほ
か
）、会
社
定
款
の
認
証

等
、公
証
業
務
に
関
す
る
も
の

◆
電
話
相
談
に
つ
い
て

【
日
時
】10
月
１
日（
土
）か
ら
10
月
７
日（
金
）ま

で
▼
午
前
は
９
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
▼
午
後

は
13
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で

【
相
談
】日
本
公
証
人
連
合
会

▼
相
談
用
電
話
番
号
０
３
・
３
５
０
２
・
８
２
３
９

◆
面
談
相
談
に
つ
い
て

【
日
時
】10
月
1
日（
土
）▼
９
時
30
分
か
ら
16
時

30
分
ま
で
※
９
月
28
日
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】直
方
公
証
役
場

【
問
い
合
わ
せ
】直
方
公
証
役
場
☎
０
９
４
９
・
２

４
・
６
２
２
６

相
談
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

■管内街頭犯罪発生状況
７月中 ７月末まで
件数 件数 前年比

車上ねらい 1 件  １８件 − 5１件
自転車盗 １３件 ７８件 − 2 件
空き巣 ２４件   ５３件 +１８件

もう一度振り向いて！！
　夕方６時から深夜の間に、駅周辺での道路上
で背後から襲われる被害が多発しています。
人につけられた時は迷わず１１０番通報を！
▷明るい道を通って２人以上で帰りましょう。　
▷防犯ブザーを持ち、防犯対策をしましょう。
▷いつでも周囲を警戒しましょう。

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

【
受
験
資
格
】▼
防
衛
大
学
校
一
般（
前

期
）・
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
・

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
・
・
・

高
卒（
見
込
含
む
）21
歳
未
満
の
人 

【
受
付
期
間
】９
月
５
日（
月
）か
ら
９
月

30
日（
金
）ま
で

【
試
験
期
日
】▼
防
衛
大
学
校
一
般（
前

期
）・・・
一
次
は
11
月
５
日（
土
）・
11
月

６
日（
日
）、
二
次
は
12
月
６
日（
火
）か

ら
12
月
10
日（
土
）ま
で
▼
防
衛
医
科

大
学
校
医
学
科
学
生
・・・
一
次
は
10
月

29
日（
土
）・
10
月
30
日（
日
）、
二
次
は

12
月
14
日（
水
）か
ら
12
月
16
日（
金
）ま

で 

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

生
・・・
一
次
は
10
月
15
日（
土
）、二
次
は

11
月
26
日（
土
）・
11
月
27
日（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

本
部 

飯
塚
地
域
事
務
所
☎
０
９
４
８
・

２
２
・
４
８
４
７

平
成
28
年
度
第
4
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
募
集
住
宅
】県
内
に
所
在
す
る
県
営
住

宅（
募
集
対
象
団
地
、募
集
戸
数
等
詳
細

に
つ
い
て
は
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

【
申
込
受
付
】９
月
29
日（
木
）か
ら
10
月

７
日（
金
）ま
で

【
募
集
案
内
書
配
布
】県
住
宅
供
給
公

社
、公
社
管
理
事
務
所
、公
社
管
理
事
務

所
出
張
所
、県
県
営
住
宅
課
、役
場
管
財

課
、県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】県
住
宅
供
給
公
社
県
営

住
宅
管
理
部
管
理
課
☎
０
９
2
・
７
８

１
・
８
０
２
９

「
緑
の
教
室
」

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

受
講
者
の
募
集

　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
基
礎
知
識
を
学
習
す
る

「
緑
の
教
室
」の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

【
日
時
】10
月
27
日（
木
）か
ら
10
月
29
日

（
土
）ま
で
の
３
日
間（
午
前
と
午
後
全

６
回
の
講
座
）

【
内
容
】樹
木
の
特
性
と
樹
木
観
察
、
庭

木
の
整
姿
と
剪せ
ん

定て
い

、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の

設
計
お
よ
び
実
習

【
時
間
】①
午
前
９
時
30
分
か
ら
12
時
ま

で
②
午
後
13
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

【
場
所
】福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】無
料

【
応
募
資
格
】県
内
に
在
住
で
、
３
日
間

の
出
席
が
可
能
な
人
※
平
成
28
年
度

「
緑
の
教
室
」庭
木
の
管
理
コ
ー
ス
受
講

者
は
除
く
。）

【
募
集
人
員
】20
人（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
よ
る
）

【
応
募
締
切
】10
月
18
日（
火
）ま
で
必
着

【
応
募
方
法
】①
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
②
記
載
事
項
▼
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
▼
宛
先
は
、〒
８
３
９
・
１
２
１
３

久
留
米
市
田
主
丸
町
益
生
田
１
１
２

５
・
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー「
緑
の
教

室
」係
▼
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
☎
０
９
４

３
・
７
２
・
１
５
５
８

【
受
講
者
の
決
定
】10
月
23
日（
日
）ま
で

に
通
知

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所
☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１

９
３(

月
曜
日
は
休
館
）

育
児
・
介
護
休
業
法
が

改
正
さ
れ
ま
す
！

〜 
平
成
29
年
１
月
１
日
施
行 

〜

　

介
護
を
す
る
か
た
や
、
有
期
契
約
労

働
者
が
介
護
休
業
・
育
児
休
業
を
取
得

し
や
す
く
な
る
よ
う
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

▼
詳
細
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
部
指
導
課
☎
０
９
２
・
４
１

１
・
４
８
９
４

子
育
て
女
性

合
同
会
社
説
明
会
の
開
催

　

福
岡
県
で
は
、
子
育
て
女
性
を
対
象

と
し
た「
子
育
て
女
性
の
た
め
の
合
同

会
社
説
明
会
＆
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
in

飯
塚
」を
開
催
し
ま
す
。地
元
求
人
企
業

か
ら
の
説
明
や
、
お
仕
事
探
し
に
役
立

つ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。託
児
あ
り
、

履
歴
書
・
ス
ー
ツ
等
不
要
。お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】10
月
４
日（
火
）▼
10
時
か
ら
14

時
ま
で（
13
時
30
分
で
受
付
終
了
）

【
場
所
】飯
塚
市
中
央
公
民
館
学
習
室

【
内
容
】（
１
）就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
▼
①

「
働
き
た
い
マ
マ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
１
・

２
・
３
！
」▽
講
師
は（
株
）マ
ミ
ー
ス
マ

イ
ル
代
表
取
締
役
社
長
・
福
岡
市
男
女

共
同
参
画
審
議
会
委
員
の
雁
瀬
暁
子
氏

※
先
着
50
人
・
事
前
予
約
優
先
▼
②
好

感
度
ア
ッ
プ
講
座
〜
印
象
ア
ッ
プ
の
表

情
・
立
ち
居
振
る
舞
い
・
メ
ー
ク
術
〜
▼

③「
就
職
活
動
に
役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
」

（
２
）子
育
て
女
性
の
た
め
の
合
同
会
社

説
明
会

【
参
加
費
】無
料

【
託
児
】無
料
▼
定
員
20
人
先
着
順

※
前
日
ま
で
要
予
約

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
子
育

募
集
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulation a traffic accident

　７月中 ７月末累計
発生件数 5 件（＋ 2 ） 24 件（＋ 5 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数   5 人（＋ 2 ） 31 人（＋ 5 ）

■人　口 8,049人
男性 3,808 人 女性 4,241 人
出生 6 人 死亡 13 人
転入 33 人 転出 29 人

■世帯数 3,943世帯

  158,560kg （前月比 ＋ 6,150 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 9 月 18 日（日）９時から１２時まで

7 7
7

ちょっと待って！悪質商法かも！？　一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター　☎０９４９・２５・２１６２

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

白
圡　

ト
シ
ミ　

様（
勝
野
一
区
）

遺
族　

白
圡　

英
信　

様

て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー（
筑
豊
労

働
者
支
援
事
務
所
内
）☎
０
９
４
８
・
２

２
・
１
６
８
１

ご
存
じ
で
す
か
！

検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満

を
お
持
ち
の
人
は
、
検
察
審
査
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
立
て
に
つ

い
て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。検
察
審
査
会
で
は
、

選
挙
権
を
有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら

「
く
じ
」で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査

委
員
が
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な

か
っ
た
こ
と
の「
よ
し
あ
し
」を
審
査
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】飯
塚
検
察
審
査
会
事
務

局（
福
岡
地
方
裁
判
所
飯
塚
支
部
内
）☎

０
９
４
８
・
２
２
・
１
１
８
６

「
統
合
失
調
症
家
族
教
室
」

を
開
催
し
ま
す

　

病
気
や
治
療
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
学
び
、
日
頃
の
関
わ
り
方
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
講
話
後
に
家
族

同
士
の
交
流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
・
日
時
】▼
第
１
回「
精
神
科
医
に

よ
る
講
話
・
病
気
の
理
解
に
つ
い
て
」▽

10
月
７
日（
金
）▼
第
２
回「
病
棟
看
護

師
に
よ
る
講
話
・
病
棟
で
の
ケ
ア
に
つ

い
て
」▽
10
月
28
日（
金
）▼
第
３
回「
相

談
支
援
専
門
員
に
よ
る
講
話
・
地
域
で

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」▽
11
月
11
日

（
金
）◉
す
べ
て
14
時
か
ら
16
時
ま
で

【
対
象
者
】統
合
失
調
症
患
者
の
家
族
20

人
程
度

◉
事
前
電
話
予
約
制（
開
催
前
日
ま
で
）

◉
参
加
費
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課
精
神

保
健
係
☎
０
９
４
８
・
２
１
・
４
８
７
５

冷
水
道
路
回
数
券
の

払
戻
期
限
に
つ
い
て

　

回
数
券
払
戻
の
期
限
が
迫
っ
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
回
数
券
を
お
持
ち
の
方

は
払
戻
し
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

【
払
戻
場
所
】旧
冷
水
道
路
料
金
所「
筑

紫
野
市
大
字
山
家
」☎
０
９
２
・
９
２

６
・
４
５
７
１

【
払
戻
期
限
】11
月
30
日（
水
）ま
で（
土

曜
日
・
日
曜
日
、祝
日
も
可
）

【
必
要
な
も
の
】▼
未
使
用
回
数
券
▼

回
数
券
払
戻
申
請
書（
県
道
路
公
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

※
受
付
時
間
や
払
戻
方
法
な
ど
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
道
路
公
社
業
務

推
進
課
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
０
１
０
３

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

を
開
催
し
ま
す

　

障
害
の
あ
る
か
た
と
、
障
害
者
雇
用

を
希
望
す
る
企
業
と
が
一
堂
に
会
し
て

面
談
を
行
う「
障
害
者
雇
用
促
進
面
談

会
」を
開
催
し
ま
す
。障
害
の
あ
る
方
々

の
就
業
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
多
数
の

企
業
の
人
事
担
当
者
が
直
接
面
談
を
行

い
ま
す
。

【
日
時
】10
月
14
日（
金
）13
時
か
ら
受
付

開
始

【
場
所
】の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル

【
問
い
合
わ
せ
】ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
直
方
専

門
援
助
部
門
☎
０
９
４
９
・
２
２
・
８
６
０
９

若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

福
岡
県
で
は
、
若
年
性
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、相
談
を
受
け
、

そ
の
方
に
応
じ
た
医
療
・
福
祉
・
就
労
な

ど
の
関
係
機
関
を
紹
介
し
た
り
、
必
要

な
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
の
支
援
を
行

う
た
め
、「
若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。電
話
ま
た

は
面
談
に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。秘
密
厳
守
。

【
日
時
】火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
10

時
か
ら
16
時
ま
で

【
場
所
】ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
問
い
合
わ
せ
】若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・
５
７
４
・
０
１
９
６

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か

迷
っ
た
ら「
♯
７
１
１
９
」

　

急
な
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
に
、
救
急

車
の
利
用
や
最
寄
り
の
医
療
機
関
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
福
岡
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
♯
７
１
１
９
ま
た
は
、

☎
０
９
２
・
４
７
１
・
０
０
９
９

※
重
症
時
は
迷
わ
ず
に
１
１
９
番
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
医
療
指
導
課
☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
７
３

献血に
ご協力をお願いします

みなさんの善意の献血が尊い命を救います。

　【日時】９月１５日（木）
　　　　▶１４時から１６時まで

　【会場】小竹町総合福祉センター
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注目する人・もの・ことを紹介

　

夏
休
み
の
出
校
日
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
る
平
和
学
習
。８
月
５
日
、旧
日
本
兵

の
荒
川
さ
ん
は
、北
小
の
５
・
６
年
生
の

児
童
た
ち
に
戦
争
体
験
を
次
の
よ
う
に

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

〜
70
年
前
の
５
月
13
日
、
名
古
屋
の

港
に
着
き
、
シ
ラ
ミ
や
ノ
ミ
を
消
毒
す

る
た
め
に
、
頭
か
ら
石
灰
を
鉄
砲
の
よ

う
な
も
の
で
振
り
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
５
月
15
日
に
小
竹
町
赤
地
に

着
き
ま
す
。帰
る
途
中
の
列
車
か
ら
、９

か
月
前
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
広
島
を

み
ま
し
た
。
広
島
ド
ー
ム
は
鉄
骨
だ
け

で
、横
は
ど
す
黒
い
川
が
流
れ
て
、辺
り

一
面
が
焼
け
野
原
。
北
九
州
市
黒
崎
も

同
じ
。
駅
か
ら
皿
倉
山
ま
で
全
部
が
焼

け
野
原
。戦
争
の
惨む
ご

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

19
歳
の
時
に
、
今
で
い
う
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
で
教
育

を
受
け
ま
し
た
。そ
の
時
、戦
友
２
人
で

特
攻
機
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
手
で
回
し
て
、

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
こ
と
を
し
て
い
ま

し
た
。
私
が
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
特
攻

機
で
、
白
い
日
の
丸
の
鉢
巻
き
を
し
た

特
攻
志
願
兵
少
尉
が
飛
び
発
つ
。
私
は

皆
と
一
緒
に
整
列
し
、
手
を
振
り
ま
し

た
。
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
と
！
？
ど
こ

か
に
遊
覧
飛
行
に
行
く
よ
う
な
感
じ

で
。で
も
、そ
れ
は
違
い
ま
す
。そ
の
人

は
、
私
が
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ば
か
り

に
、も
う
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
。戦
争
は
惨む
ご

い
で
す
。
そ
ん
な
悲
惨
な
気
持
ち
が
い

ま
だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。絶
句
・・
。

　

終
戦
後
、
捕
虜
と
し
て
抑
留
さ
れ
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
レ
ン
パ
ン
島
。そ
こ
に

は
、何
も
な
く
、ミ
ミ
ズ
・
ト
カ
ゲ
な
ど

動
く
も
の
は
何
で
も
食
べ
る
生
活
を
し

て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、同
年
配
の
２

人
の
戦
友
が
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
、
食

べ
る
も
の
も
な
く
、
栄
養
失
調
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
私
は
、
ス
コ
ッ
プ
で
２

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
堀
っ
て
、埋
め
ま
し
た
。

戦
友
は
レ
ン
パ
ン
島
に
眠
っ
て
い
ま

す
。
埋
め
た
場
所
を
地
図
に
し
っ
か
り

と
書
い
て
お
り
、
戦
後
３
回
戦
友
等
が

訪
島
す
る
も
人
を
寄
せ
つ
け
な
い
ジ
ャ

ン
グ
ル
で
、残
念
な
が
ら
、内
地
に
帰
ろ

う
と
思
っ
て
も
帰
る
こ
と
の
で
き
な
い

戦
友
を
探
し
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

戦
争
と
い
う
悲
惨
な
体
験
か
ら
命
の

　　　

▶ 

荒
川 

庄
一
郎
さ
ん（
91
）　
赤
地
区
在
住

　
「
多
く
の
戦
友
が
亡
く
な
り
、
体
験
者
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
平
和
学
習
で
戦
争
体
験
を
話
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
私

の
務
め
で
す
」と
語
る
荒
川
さ
ん
。
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

戦
争
体
験
話
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

“
戦
争
は
絶
対
に
し
た
ら
い
か
ん
よ
”

戦
争
と
い
う
の
は
、い
じ
め
や
け
ん
か
の
中
か
ら
、芽
生
え
る
こ
と
が
あ
る
。

だ
か
ら
、み
ん
な
で
、『
仲
良
く
』や
っ
て
い
こ
う
。

大
切
さ
を
知
り
、戦
争
を
体
験
し
て
、初

め
て
平
和
で
あ
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
良

い
こ
と
か
が
わ
か
り
ま
し
た
。
み
ん
な

が
物
事
に
対
し
て
、
一
つ
一
つ
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
仲
良
く

で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。ま
た
、小
さ
な
思
い
や
り
は
大
き
な

思
い
や
り
・
お
も
て
な
し
と
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
心
を
自
然
と
育
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。〜

　

大
変
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
た
子
ど

も
た
ち
。
こ
の
戦
争
体
験
の
話
か
ら
何

を
感
じ
取
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
も
戦
争
の
な
い
平
和
な
日
本
が
ず
っ

と
続
き
ま
す
よ
う
に
。

▶
戦
争
の
新
聞
記
事
を
真
っ
直
ぐ
に
切

り
抜
き
、
き
れ
い
に
貼
り
つ
け
ら
れ
た
荒

川
さ
ん
の
作
品
。
そ
の
作
品
を
一
生
懸
命

に
み
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
で
す
。


